
事業計画書

NO 67

事業名 第7回　NIST 事業主体 審判指導者トレセン

期　日 10月9日（土） 開催地 ＷＥＢ

参加者 21名 事業責任者 岡田　要 担当者 岡田　永田 

相馬、菊次、岡田、山田秀、小中尾、森田、小川、三ﾂ溝、福田、松尾、原田、納屋、橋本、浦川、井村、廣田、入江、高月、福園、永田、松田

テーマ 第3回合同研修会・次年度に向けて

実

施

事

項

●参加対象者　　1・２･3級インストラクター、各郡市審判長（連絡不調）

●日程　18:45~　　　  受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【進行：岡田】

　　　◎19:00~19:10　 開会あいさつ　　　　　　　　　　　　　　【委員長・センター長】

　　　　　委員長：コロナステージ１へ　濵松氏就職　11月定例会を2日（火）に変更

　　　　　センター長：強化若手→KYU2受験　アカデミー→2級受験　今後、協議を行っていく。

　　　　　招待までの手順の説明　40分なら体験版（無料ダウンロード）でいける。今後は他の方法グーグルミート、WEBEX等も考えるか。

　　　①19:10~19:40    九州ブロック大会8/7～8報告　　　　　　　  【永田】

　　　      会場におけるコロナ対策：ID必携　入口の制限（2か所）　入場の度に検温　

　　　　  クーリングブレイクについて：原則は中断の笛を吹いて3分後に再開だが、申し合わせによりベンチ入り後3分とした。

　　　②19:40~20:00    第3回合同研修会について　　　　　　　　　                     【岡田 】

　　　　　レフェリング研修：担当審判員の目標を把握→会場で審判員に確認する。フィードバックのあり方（支援）

　　　　　検証のための研修：主催者、チーム関係者に我々の活動をどう受け入れてもらうか。逆に彼らの思いをどう汲み取れるか。

　　　　　22日の事前研修における決意表明（インス）は岡田が行う。

　　　③20:00~20:20     新講座について　　　　　　　　　　　　　　　　 【センター長 】

　　　　　NRTC-collegeにて全員の基礎能力（人間力のベース）をあげる。NISTは指導スキル等、指導者に特化した研修（年12回）

　　　　CAMPは県内の資源を掘り起こし、自分たちでやれることをやる。審判員が何を学びたいのか。→調査

　　　④20:20~20:40   ZOOMホスト設定の仕方　     　　　　　　　　　　　　【相馬】

　　　⑥閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　【岡田】

　　　　　久しぶりの対面による合同研修会、ぜひとも有意義な研修になるよう、それぞれが個人と組織の成長を意識して臨むことが大切。

           ◎その他事務連絡（次回は11月6日を予定、ＷＥＢ会議）

そ

の

他

・今回実施できなかったBグループ発表は次回以降に持ち越し。

・研究発表の準備は各グループで連絡を取り合い行っていく。（それぞれでZOOM等）

・新講座（1月スタート）に向けた研修については、次回以降準備していく。

・コーチレポート（原紙）をドライブへ→酒井氏に送付済み

予

算

（

案

）

予　算 費　用

責任者　　　　　　　岡田 3,000          

補助者　　　　　　　永田 2,000          

合計 -                    合計 5,000          

係

総括 小川・菊次 補佐 永田

会場 相馬

進行 岡田 広報 相馬

報告日 2021/10/9

　　　　  PKのシーン（動画）：角度・場所によって見え方は違うことが2方向のカメラでよくわかった。

　　　⑤その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　【岡田】

　　　　2級インス受験について：三ツ溝受験、その他は担当（永田）が随時声をかけていく。

　　　　反スポによる警告「試合に対するリスペクトにかける行為」とは？具体的にどのような行為？

会計 記録 岡田

相馬（ＷＥＢ） 受付

NRTC


